
 上笹下地区は磯子区内で唯一の農業専用地区があり、それを生かして始まった
異世代交流事業「土とのふれあい」も年を重ね20年を迎えました。参加者60人
から始まった小さなイベントが(コロナ禍直前まで)年々参加者が増え、第11回
収穫祭では400人を超え、社協の全員がびっくりする状況に。神社周辺・畑は人
で埋まり、食事会場の境内も過密で参加の皆さんには申し訳ない思いでした。
　累計は５000人を超えました。サツマイモの収穫体験と会食を併せたこの企
画ですが、たくさんの方々にスムーズに参加していただけるように、段取りの工
夫や作業の効率化など毎年改善を重ねた自慢の企画です。それから、サツマイ
モを収穫できるまでの農作業や、収穫祭当日の大量の炊飯や薪を使った大鍋の
豚汁づくりなど、多くの方々の努力に感謝しかありません。２０回目を迎えた収穫
祭、それぞれの回に参加した多くの子どもたちの笑顔が懐かしく温かい思い出
になっています。　　　　　　　　　　　　　　(上笹下地区社協会長　杉生)

　今年度は 20 回目の開催でコロナ禍で中止していた会食を 5 年ぶりに
復活させ、参加の皆さんに楽しんでいただくのが当初の計画でした。が、
予定日の翌日が衆議院総選挙投票日と決まり、投票会場になる神社社務
所が使えなくなり、残念ながら会食は中止で芋掘り体験のみの開催に。
　今年度は農家の協力で畑を変更しました。そのことが功を奏したのか
昨年より約1.5 倍の収穫量で、たくさん掘っていただいて、おみやげのサ
ツマイモの量も増え、参加の皆さんに喜んでいただきました。

第20回収穫祭　１０月２６日(土)
～芋掘り体験のみでした～

異世代交流事業「土とのふれあい」２０年の歩み

第１６回２０２０(令和２)年
苗１３００本 収穫祭１８７人参加
コロナのため芋掘り体験のみ

第１７回２０２１(令和３)年
苗１３００本　収穫祭中止

第１８回２０２２(令和４)年
苗１４００本収穫祭１７２人参加
コロナのため芋掘り体験のみ

第１９回２０２３(令和５)年
苗１４００本収穫祭１８９人参加
コロナのため芋掘り体験のみ

２０２４(令和６)年
苗１４００本 収穫祭１７６人参加

第１５回２０１９(令和元)年
苗１２００本 収穫祭３９１人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第１４回２０１８(平成３０)年
苗１３００本 収穫祭３７９人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第１３回２０１７(平成２９)年
苗１３００本 収穫祭３０６人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第１２回２０１６(平成２８)年
苗１３００本 収穫祭４１１人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第１１回２０１５(平成２７)年
苗１０００本 収穫祭４２６人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第１０回２０１４(平成２６)年
苗１２００本 収穫祭３３０人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第９回２０１３(平成２５)年
苗１０００本 収穫祭３３８人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第８回２０１２(平成２４)年
苗１０００本　収穫３２９人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第７回２０１１(平成２３)年
苗１０００本 収穫祭３３０人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第６回２０１０(平成２２)年
苗１２００本 収穫祭２３１人参加
さつま芋ご飯と豚汁

第５回２００９(平成２１)年
苗８００本 収穫祭２３３人参加
焼きそばと豚汁

第４回２００８(平成２０)年
苗８００本 収穫祭２６３人参加
バーベキュー

第３回２００７(平成１９)年
苗５００本　収穫祭２１２人参加
バーベキュー

第２回２００６(平成１８)年
苗４００本　収穫祭１４０人参加
バーベキュー

第１回２００５(平成１７)年
苗３００本　収穫祭６０人参加

全て手作業の時期もありました

機械を使って作業も楽になりました

蔓起こし、終わったよ～

苗植え頑張りました ～

サツマイモの花
花言葉は“幸運”

前日に皮むきをしていた
時期もあります

雨の中での食事会になって
しまいました 祝賀会の写真です

全て手作業の時期もありました

機械を使って作業も楽になりました

蔓起こし、終わったよ～

苗植え頑張りました ～

サツマイモの花
花言葉は“幸運”

前日に皮むきをしていた
時期もあります

雨の中での食事会になって
しまいました 祝賀会の写真です

１０周年記念祝賀会を開催


